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｢満洲国｣教育史とは、1932年の｢満洲国建国｣から 1945年の日本の敗戦による｢満洲国｣崩壊にいたる 13年半の

時期に、中国東北部（現中国東北部・内蒙古自治区東部・河北省東部）において日本国と日本人が行った植民地

政策の一環として行われた教育の歴史である。｢満洲国｣における教育政策の実態の解明は、日本と中国をはじ

めとする東アジアにおける歴史認識の共有化という課題に教育学から接近していくため不可欠の作業であるが、

まだ十分に明らかにされていない。この作業を、①日中の先行研究の収集と分析（過去の実績欄３参照）、②日本

国内の資料収集と資料集の刊行（過去の実績欄１参照）、を中心に取り組んできたが、③この問題の研究を日本

人が行うことの意義と課題を中国の研究者との討論により明らかにし、④中国における文献調査と、｢満洲国｣教

育体験者への聞き取り調査を行い、｢満洲国｣教育政策の実態を実際に歴史叙述することが残されていた。そこで、

1997 年から中国の東北師範大学を訪問し、③④の作業に着手した。かつて日本統治期、｢満洲国｣の｢首都・新

京｣だった長春に位置する東北師範大学は、1957 年に東北師範大学編『偽満奴化教育』（偽満洲国の奴隷化教

育）を編纂しており、中国においても｢満洲国｣教育史研究の中心である。1997年夏の東北師範大学における40日

間の語学研修から始め、これまで 5 度、同大学を訪問し、｢満洲国｣教育史を主題とする研究会の開催、諸調査を

行ってきたが、毎回の限られた訪中日程の中では、とくに④の作業を十分に行うことが出来なかった。1 年間、東

北師範大学の比較教育研究所研究生(日本の博士課程院生に相当)となり、孫啓林教授の指導を受けつつ、聞き

取り調査を行い、文献調査を進め、実態を明らかにすることが留学の目的である。

　

日本における｢満洲国｣教育史認識が未確立の状況の中で、｢満洲国｣教育の体験者から聞き取り調査を行うにあ

たっては、調査目的を十分に説明して、調査への同意を当事者から得ることが欠かせない。これまで６名の体験

者から２-３年の面接を経て調査結果を纏めてきたので(過去の実績欄２参照)、今回も既知の体験者数名を中心

に若干名からじっくりと話を聞くことにする。当事者の証言を単に量的に収集するのではなく、研究の基本的な目

的や分析視角を明確にすることが主眼である（体験者は現在 60 歳台後半から 80 歳の方が多く、ここ数年に体調

を悪くされている方も多い、その意味でも今ぜひ取り組むべき課題である）。

　

文献調査は、東北師範大学の紹介を通じて予備調査を行ってきた吉林省档案館で主調査を行い、東北全域の関

係資料所蔵概況を把握するための調査を黒龍江省・遼寧省・河北省の档案館を訪問して行う。主調査を行う吉林

省档案館には、当時の吉林省政府を中心に、上位機関である｢満洲国｣政府と下位機関である各県との関係で、

どのように教育政策が展開されたかを伝える資料約 200 点が収蔵されている。日本国内に残された資料では｢満

洲国｣政府レベルの政策展開しか跡付けることが出来なかったが、この資料を活用することで、はじめて｢満洲国｣

教育政策の実態にアプローチしていくことが可能になる。ただし、これらの資料の整理は十分には行われておらず、

全ての件名の把握も正確には行われていない。まず件名・内容の把握を正確に行い、必要な資料は複写し、その

分析を行っていく。この文献調査に、今回の留学研究の大半の時間が費やされることになる。














